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　市民がグループで取り組む省エネ活動を、

協定・情報的手段・経済的手段で支援する、

国内初の「市民の省エネを支援する仕組み」

を提案。この仕組みを1年間の社会実験と8

ヶ月のフォローアップ活動として実施し、多

様な市民（延べ320世帯）の参加を得て、期

間中は全員活動を継続したことから、高い削

減効果を明確な数値で実証。この結果を詳細

に解析し、報告書にまとめ広く公表した。さ

らに、今後この仕組みを用い「みんなで節電

所をつくろう」の活動に取り組む。

　2008年に「カーボン・ニュートラル宣言」

を発表。当時CO2算定基準が確立されていな

かったため、独自の基準を策定し、その上で

コスト削減と連動した社員参加型CO2排出量

の削減運動を展開。2012年度排出分のカー

ボン・ニュートラル化に向け、バリューチェ

ーン全体での環境負荷低減に努め、2012年

2月には、環境省のカーボン・ニュートラル

認証制度において国内第1号として認証され

る。2006年度比で2012年度CO2排出量を

20.3％削減し、2013年8月に、排出権クレ

ジットを用いてカーボン・ニュートラルを達

成。
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“CO2排出量ゼロ” カーボン・ニュートラルを達成

課支社の朝礼時に「エコ安全ドライブ5か条」を唱和

ごみを出さない
マイボトル持参
の推奨

ペットボトルのキャップ回収
運動（エコキャップ）

蛍光灯のスウィッチにはカ
バーをつけ「とりあえず全
部点ける」ことを禁止

パソコンのデスプレイの明るさ（輝度）
を下げる 

参加者どうしで省エネの取組につい
て情報交換を行う様子

社会実験終了式


